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今月の主な内容

■広島県知事選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ごみの放置・ポイ捨てはやめよう・・・・・・・・

■広島県大型観光キャンペーン実施中・・・・・・・・■基礎基本定着状況調査・・・・・・・・・・・・・・・・・

■市民の皆さんが満足できる行政運営に向けて・・・

■庄原市名誉市民の皆さん・・・・・・・・・・・・・・・

■応援します！あなたの子育て・・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・・

■まるごと「しょうばら」 見る・食べる・遊ぶ・・・・・・

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine

広報

　県内一の生産量を誇るりんごやだいこんなど、県内有数の農業地帯である高野。新鮮

野菜が並ぶ産直市場や、りんご農家の直売店がにぎわいをみせています。また、地元の食

材が楽しめる飲食店など、食欲の秋を満喫できるスポットもいっぱい。

まるごと「しょうばら」

高野
地域

見る

食べる

遊ぶ

グリーンサーキット高野

アップルパイ

「限りなく自然に近いミルクづくり」

をモットーに、乳牛および短角和牛

約120頭を周年放牧で飼育しています。

120ヘクタールという広大な放牧風

景は、広島にいながら北海道を感じ

させます。

毛無山ラッキー牧場

たかの温泉「神之瀬の湯」
「肌がすべすべする」など評判の温泉です。備北材を使用した木の香

り漂う温泉施設は、利用者に安らぎと癒しを与えてくれます。

■問い合わせ　鈎0824－86－2251

大鬼谷オート
キャンプ場

　新鮮なりんごを１ホールに２個

ほど使った、高野ならではの贅沢

なアップルパイ。あっさりしてい

ながら、風味豊かなしっとりした

食感が特徴。

西城地域

口和地域
東城地域

庄原地域

総領地域

比和地域

高野地域高野地域

　レジャースポーツとして人気のグラウンドゴルフや中国地方では

唯一のレーザーガンゴルフが楽しめます。

■問い合わせ　鈎0824－86－2652

高野りんごジュース
　高野産の完熟りんごをまるごとギュッ！と搾った、ストレート果

汁100％のジュースです。1リットルに、りんご約6個分を使用した本

物の味。市内各所で販売しています。秋晴れのもと

真っ赤なりんごを収穫

（高野地域）

秋晴れのもと

真っ赤なりんごを収穫

（高野地域）

　ログハウスや露天

風呂など、充実した設備を備えた県内最大級のオートキャンプ場です。

川遊びやマウンテンバイク、冬の雪中キャンプも楽しめ、四季折々の

アウトドアライフが満喫できます。

■問い合わせ　鈎0824－86－2323
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中
学
校
数
学

中
学
校
英
語

　
こ
の
検
討
委
員
会
は
�庄
原
市
内

の
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る
た

め
に
発
足
し
ま
し
た
が
�新
市
で
も

そ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
お
り
�

基
礎
基
本
定
着
状
況
調
査
な
ど
の
結

果
を
基
に
課
題
を
明
ら
か
に
し
�今

後
の
授
業
改
善
に
生
か
す
た
め
に
研

修
を
重
ね
て
い
ま
す
�

　
今
回
は
�小
学
校
３
部
会
と
中
学

校
各
教
科
の
部
会
で
集
ま
り
�調
査

結
果
を
分
析
・
協
議
し
�各
学
年
や
教

科
で
の
課
題
を
確
認
し
ま
し
た
�

　
今
後
は
�こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決

の
た
め
に
各
学
校
が
全
職
員
の
共
通

認
識
の
も
と
授
業
改
善
に
取
り
組
み
�

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
夢
や
希
望

を
も
�
て
未
来
を
拓
く
確
か
な
学
力

を
育
め
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
�

確
か
な
学
力
を

育
む
た
め
に

庄
原
市
児
童
生
徒
学
力
向
上

検
討
委
員
会

　
　
　
　
会
　
長
　
曽
利
　
晋
三

�
　
　
　
　
�

●小学校

「国語の授業で辞書を使うのが好き」という項目

が県平均とやや開きがありますが、他の項目は

県平均と同等の数値で推移しています。

　分かるまで努力しようとする意志や、ねばり

強く取り組もうとする態度が定着してきており、

このことと、通過率が高く推移していることに

相関を見ることができます。

　児童が「わかった」と思える体験を積み重ねる

ことで、ねばり強さをさらに育成していくサイ

クルを確立したいと考えています。

●中学校

　「朝食を毎朝とる」項目以外は県平均を下回っ

ています。「わかるまで努力する」、「苦手な教科も

できるようになりたい」、「進んで勉強する」とい

った意欲・態度についての数値が低くなっていま

す。「国語の授業はよくわかる」と、「英語の授業は

よくわかる」が県平均との開きがあると共に、約

半数の生徒しかわかると感じていない実態があ

ることから、「わかった」と思う体験を味わわせな

がらねばり強く物事に取り組む態度の育成を共

通の課題として検討していく必要があります。

生活と学習に関する意識・実態調査
　�
数
と
式
�で
は
��
事
象
の
中
の
数

量
関
係
に
つ
い
て
文
字
を
使
�
て
表

す
�問
題
は
県
平
均
を
上
回
�
て
い
ま

す
が
�分
数
や
減
法
な
ど
基
本
的
な
計

算
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
実
態
も
あ
り

ま
す
�

　�
図
形
領
域
�に
つ
い
て
は
��
垂
直

２
等
分
線
の
作
図
�の
問
題
は
県
平
均

と
比
べ
て
も
高
い
正
答
率
で
し
た
が
�

�
お
う
ぎ
形
の
弧
の
長
さ
・
円
柱
の
体

積
を
求
め
る
問
題
�で
は
無
回
答
の
生

徒
も
多
く
�確
実
に
理
解
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
�

　�
数
量
関
係
�は
�苦
手
と
感
じ
て
い

る
生
徒
が
多
い
分
野
で
�中
で
も�
反

比
例
の
表
を
完
成
す
る
・
グ
ラ
フ
を
判

断
す
る
�問
題
の
誤
答
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
�関
数
の
具
体
的
な
事
象
を
イ

メ
�
ジ
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
�内

容
の
幅
を
広
げ
た
復
習
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
�

　
こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
�今

後
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
重
点
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
�

●
授
業
や
家
庭
学
習
の
中
で
�継
続
的

に
復
習
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る

●
授
業
の
単
元
や
テ
ス
ト
終
了
時
な

ど
に
�自
己
評
価
を
取
り
入
れ
る

●
教
員
の
複
数
指
導
や
少
人
数
指
導

を
効
果
的
に
活
用
し
て
�指
導
を
よ
り

効
果
的
に
行
う

●
学
習
内
容
に
応
じ
て
積
極
的
に
具

体
物
や
具
体
例
を
取
り
上
げ
�操
作
活

動
を
取
り
入
れ
た
り
�日
常
生
活
と
結

び
つ
け
て
考
え
た
り
し
な
が
ら
�理
解

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
を
展
開

す
る

●
小
学
校
の
学
習
内
容
と
の
関
連
を

配
慮
し
た
指
導
に
取
り
組
む

　
ま
た
�
生
徒

た
ち
の
分
か
り

た
い
と
い
う
願

い
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
�
考

え
る
こ
と
や
表

現
す
る
こ
と
に

喜
び
や
興
味
の

も
て
る
学
習
を

進
め
て
い
き
ま
す
�

　�
聞
く
こ
と
���
話
す
こ
と
�に
つ

い
て
は
�
こ
れ
ま
で
の
指
導
の
成
果

が
表
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
��
書
く
こ

と
�
に
つ
い
て
は
課
題
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
�

　
生
徒
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
を

続
け
よ
う
と
す
る
意
欲
・
関
心
は
高

く
�
通
過
率
は
県
平
均
を
上
回
る
98

・
3
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
�
こ
の

意
欲
を
も
と
に
�
正
確
に
伝
え
た
り

表
現
豊
か
に
話
す
た
め
の
語
彙
力
や

文
法
の
力
を
養
�
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
�

　
�
読
む
こ
と
�
に
つ
い
て
は
�
長
文

を
読
ん
で
�
大
切
な
内
容
を
読
み
取

�
た
り
�
会
話
を
組
み
立
て
て
い
く

問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
��
聞
く
�

�
話
す
�力
に
比
べ
て
通
過
率
が
低
く
�

長
文
を
読
む
力
を
伸
ば
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
�

　
最
重
要
課
題
は�
書
く
こ
と
�で
す
�

こ
の
調
査
で
求
め
ら
れ
て
い
る
�
書

く
�
力
は
�
た
だ
単
語
を
書
い
た
り
�

日
本
語
を
英
語
に
直
す
と
い
�
た
も

の
で
は
な
く
�総
合
的
な
力
で
す
�場

面
の
状
況
を
判
断
し
�考
え
�場
面
が

つ
な
が
る
よ
う
に
文
章
を
書
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
��
読
む
�
領
域
で

の
会
話
を
組
み
立
て
て
い
く
問
題
と

も
重
な
り
ま
す
�

　
こ
の
よ
う
な
力
は
�
英
語
学
習
に

お
い
て
最
も
高
度
な
こ
と
で
す
��
聞

く
�・�
話
す
�力
を
ベ
�
ス
に
�声
に

出
し
て�
読
む
�活
動
を
大
切
に
し
な

が
ら
��
書
く
�
こ
と
を
重
点
的
に
指

導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
�

　
具
体
的
に
は
�
１
年
生
の
学
習
内

容
か
ら
�
自

己
表
現
プ
リ

ン
ト
集
�
を

作
り
�
市
内

全
中
学
校
で

授
業
や
宿
題

と
し
て
取
り

組
み
ま
す
�

ま
た
�
英
語

担
当
教
員
も

積
極
的
に
研

修
を
積
ん
で

授
業
力
向
上

を
図
�
て
い

き
ま
す
�

◎各教科の通過率との間に高い関連があると考えられる項目

小　学　校 （単位：％） （単位：％）中　学　校

項　　　　　目 庄原市 県平均

朝食を毎朝とる 96.9 

76.1 

90.3 

77.4 

73.0 

69.7 

77.6 

66.2 

80.4 

75.6 

96.1

74.2

90.9

77.9

72.1

71.4

78.3

70.2

77.9

76.4

わかるまで努力する

最後までやり遂げ
うれしかったことがある

習ったことを生活の中で利用している

国語の授業はよくわかる

国語の授業で説明や報告するとき組み立て方
を考えて書いたり話したりするとよくわかる　

国語の授業で気持ちを思い浮かべて
読むとよくわかる

国語の授業で辞書を使うのが好き

算数の授業がよくわかる

算数の授業で解き方を考えるとよくわかる

項　　　　　目 庄原市 県平均

朝食を毎朝とる 94.2 

49.7 

86.3 

59.9 

27.0 

63.4 

55.5 

58.4 

64.2 

61.9 

54.7 

49.7 

50.0 

92.7 

53.1 

88.0 

62.0 

29.8 

67.6 

64.4 

70.3 

65.5 

66.6 

60.0 

51.4 

53.7 

わかるまで努力する

最後までやり遂げうれしかったことがある

苦手な教科もできるようになりたい

進んで勉強する

授業中に先生の話で大切・必要だと思った
ことはノートに書く

国語の授業はよくわかる

国語の授業で気持ちを思い浮かべて読むと
よくわかる

数学の授業はよくわかる

数学の授業で解き方を考えるとよくわかる

英語の授業はよくわかる

英語の授業で単語や文法練習等の繰り返し
学習が好き

英語の授業でロールプレイやペアワークな
どを行うとよくわかる

学校へ
行こう

週間
11月1日（火）
　　～7日（月）

y=ax2

practice
speaking
English…

教科全体

庄原市

広島県

53.6

56.9

68.1

66.8

76.4

77.8

69.5

70.5

数と式 図　　形 数　　量

中学校数学

平成17年度通過率
（単位：％）

教科全体

庄原市

広島県

54.7

62.1

70.9

76.1

83.1

86.0

87.8

85.8

74.0

77.8

実　　技 聞くこと
話すこと

読むこと 書くこと

中学校英語

平成17年度通過率
（単位：％）
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市
民
の
皆
さ
ん
が
満
足
で
き
る

行
政
運
営
に
向
け
て

　
歳
入
と
し
て
の
地
方
税
�普
通

交
付
税
は
�横
ば
い
あ
る
い
は
減

少
傾
向
に
あ
り
�貯
金
と
し
て
の

基
金
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
�

　
一
方
�借
金
で
あ
る
地
方
債
は

増
加
を
続
け
る
な
ど
�非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
�
て
い
ま
す
�

　
こ
う
し
た
中
で
�市
で
は
平
成

17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で

の
５
年
間
を
対
象
と
し
た
�行
政

運
営
の
改
革
計
画�
庄
原
市
行
政

経
営
改
革
大
綱
�を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
�こ
の
大
綱
策

定
に
は
�次
の
基
本
方
針
・
視
点
を

持
�
て
取
り
組
み
ま
す
�

　�
同
じ
サ
�
ビ
ス
で
あ
れ
ば
�コ

ス
ト
を
削
減
���
同
じ
コ
ス
ト
で

あ
れ
ば
�サ
�
ビ
ス
を
向
上
�す
る

こ
と
を
基
本
に
��
行
政
サ
�
ビ
ス

の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
�

を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
�市
民

の
皆
さ
ん
の
満
足
度
の
向
上�
し

あ
わ
せ
づ
く
り
�を
め
ざ
し
ま
す
�

　
行
政
運
営
に
民
間
の
経
営
管

理
手
法
を
活
用
し
た
行
政
経
営

改
革
を
推
進
し
ま
す
�

　
市
民
の
皆
さ
ん
を
行
政
サ
�

ビ
ス
の
受
け
手
で
あ
る
顧
客
と

し
て
捉
え
�顧
客
ニ
�
ズ
を
把
握

し
�行
政
サ
�
ビ
ス
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
�満
足
度
の
向
上
を
実

現
す
る
�

　
市
民
の
皆
さ
ん
を
納
税
者
・
出

資
者
と
し
て
捉
え
�行
政
サ
�
ビ

ス
に
よ
�
て
ど
の
よ
う
な
成
果
・

効
果
が
得
ら
れ
た
か
�ま
た
得
ら

れ
る
の
か
を
明
確
に
示
す
こ
と

に
よ
り
�限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
活
用
す
る
�

　
市
民
の
皆
さ
ん
を
行
政
サ
�

ビ
ス
の
担
い
手
に
な
り
得
る
人

的
資
源
と
し
て
も
捉
え
な
が
ら
�

行
政
サ
�
ビ
ス
を
誰
が
�ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
う
か
検
討
し
�最

適
な
方
法
を
導
入
す
る
�

■問い合わせ

企画課企画調整係／鈎0824―73―1128

�
　
　
　
　
　
�

庄
原
市
の
財
政
状
況

�
　
　
　 

�

行
政
経
営
改
革

    

審
議
会
の
設
置

�
　
　
　
　
　
　
　
�

行
政
経
営
改
革
に
向
け
て

基
本
方
針

視
　
　
点

第
１
回
審
議
会

①
顧
客
志
向
の
推
進

②
成
果
志
向
へ
の
転
換

③
マ
ネ
�
ジ
メ
ン
ト
発
想
の

　
導
入

　
行
政
経
営
改
革
大
綱
の
策
定

に
向
け
�庄
原
市
行
政
経
営
改
革

審
議
会
を
設
置
し
�８
月
29
日�
月
�

に
は
�第
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○永井　忠司

　主田　重登

　高藤　幸盛

　渋川　静真

　馬船　輝雄

　田中　　稔

　金光　敏博

◎吉川　富夫

　莵原　元樹

　永迫　眞ニ

　池田　　怜

　尾野　素子

　小林　富子

　松本　チエ

　吉田　　昭

庄原地域

西城地域

東城地域

口和地域

高野地域

比和地域

総領地域

庄原市行政経営改革審議会名簿

分　　野 氏　　名

地域自治振興区
連絡協議会から
の代表者

学識経験者

公募委員

◎:会長　○:副会長

市民一人当たりで見ると…

10,0000 20,000 30,000 40,000 50,000

地方税額

普通交付
税　　額

基金残高

平成7年

（百万円）

地 方 債
現 在 高

地方税額

普通交付税額

基金残高
（貯金）

地方債現在高

平成12年 平成16年

（平成16年度末人口 44,151人）

84,973円

260,481円

59,806円

1,212,288円

残高

借金借金

　ワークショップとは、参加者同士がアイ
ディアを出し合い、意見交換を行ってグル
ープでの提案を取りまとめる手法です。
　市では、こうした特性を活かし、地域ご
とにワークショップを設置して市民の皆
さんのアイディアや提案を長期総合計画
の中に反映させ、楽しく夢の持てるまちづ
くりを進めていきたいと考えており、会員
の２次募集を行います。
■設　　置：地域ごとに設置します
■対象者：各地域内に住所のある方
■会議回数：年3回程度
■募集人数：地域ごと10人程度
■応募方法：所定の応募用紙に必要事項を
　記入して、郵送、ファックス、電子メール
　または、持参により提出してください。
　応募用紙は、企画課、各支所地域振興課
　にあります。また、市のホームページか
　ら取り出せます。
■応募期間：10月31日（月）必着
■そ の 他：謝金、旅費等の支払いはあり 
　ません。応募の際に寄せられた個人情報は、
　本目的以外に使用することはありません。

■応募・問い合わせ
庄原地区　企画課企画調整係

　〒727－8501 庄原市中本町一丁目10番１号
　鈎0824－73－1128 Fax0824－72－3322

　西城地区　西城支所地域振興課
　〒729－5722 庄原市西城町大佐737番地3
　鈎0824－82－2121 Fax0824－82－2083

　東城地区　東城支所地域振興課
　〒729－5121 庄原市東城町川東1175番地
　鈎08477－2－5211 Fax08477－2－5000

　口和地区　口和支所　地域振興課
　〒728－0502　庄原市口和町向泉942番地
　鈎0824－87－2111 Fax0824－87－2057

　高野地区　高野支所　地域振興課
　〒727－0402 庄原市高野町新市1171番地１
　鈎0824－86－2111 Fax0824－86－2062

　比和地区　比和支所　地域振興課
　〒727－0301 庄原市比和町比和1119番地１
　鈎0824－85－2111 Fax0824－85－2139

　総領地区　総領支所　地域振興課
　〒729－3703 庄原市総領町下領家280番地１
　鈎0824－88－3060 Fax0824－88－2978

長期総合計画へ皆さんの提案を

地域ワークショップ会員募集中 4,029
3,879
3,752

13,666
14,511
11,501

8,554
7,974
2,640

37,469
45,111
53,524
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介護保険制度

　敷信村長、県議会議員、衆議院議員を経たのち、

昭和29年5月旧庄原市初代市長に就任、その後、

再び衆議院議員となり、昭和11年2月から通算

11期32年間在職された。昭和40年には、自治大臣、

国家公安委員長に就任。50数年間の政治活動の

中で、公共の福祉の増進、また、農村出身議員とし

て、農村に暮らす人たちの生活向上のための政策

推進に尽力された。

　　昭和17年に庄原町議に初当選後、昭和24年

には庄原町長、昭和26年からは広島県議会議員

として、通算36年もの長い間地方政界で活躍さ

れた。その間、広島県議会議長、全国都道府県議会

議長会会長等の要職に就かれ、地方および地方議

会発展に尽力された。特に、昭和42年には広島県

内陸部開発協議会の設立を提唱され、自ら会長に

就任して南厚北薄の県政の是正や、内陸部が抱え

ている深刻な過疎問題の解消に心血を注がれた。

　西城町油木に誕生、中国上海東亜同文書院に学

び、書の道を窮められるとともに、帰国後東京丸

の内に中国料理店「山水楼」を創業された。皇室を

始め、ノーベル賞作家川端康成氏、版画家棟方志

功氏など多くの文化人、また政財界人など幅広い

交流の中で、愛郷の念ひとしお深く、比婆山伊邪

那美命御陵伝説地の顕彰、比婆・道後・帝釈国定公

園の指定、県民の森開発、東京西城会の設立など

に尽力された。晩年には愛蔵の貴重な書画多数を

西城町に寄贈された。

　総領町稲草に誕生し、東京商科大学（現一橋大学）

を卒業後、旭化成工業株式会社（現旭化成株式会社）

に入社され、平成4年4月から同社代表取締役会長

として現在に至っておられる。平成13年7月には、

日本商工会議所会頭並びに東京商工会議所会頭に

就任され、その他政府、産業経済界の数々の要職に

就かれ、日本の発展に広く貢献されている。

　8月の臨時議会で、「庄原市名誉市民に関する条例」が議決され、合併前に名誉市民・町

民の称号を贈っていた庄原市名誉市民、西城町名誉町民および総領町名誉町民に、新庄

原市名誉市民の称号を贈ることとなりました。

　新市の名誉市民となられたのは、次の4人の方です。

西田　修一さん
（旧庄原市名誉市民）

明治34年6月15日生まれ
（昭和53年12月19日没）

永山　忠則さん
（旧庄原市名誉市民）

明治30年10月14日生まれ
（昭和59年6月13日没）

山口　信夫さん
（旧総領町名誉町民）

大正13年12月23日生まれ

宮田　武義さん
（旧西城町名誉町民）

明治24年12月14日生まれ

（平成4年11月10日没）

応
援
し
ま
す
！

あ
な
た
の
子
育
て

　保育所や「ひよこ」の明るくかわいい子どもたち

から、いつも元気をもらっています。ここでの出会

いが子育てをより楽しめるきっかけになるよう、

多くの楽しい行事を提供し、子育て家庭の元気の

もとに、また笑顔あふれる場所にしていきたいと

思っています。
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介護保険制度

　敷信村長、県議会議員、衆議院議員を経たのち、

昭和29年5月旧庄原市初代市長に就任、その後、

再び衆議院議員となり、昭和11年2月から通算

11期32年間在職された。昭和40年には、自治大臣、

国家公安委員長に就任。50数年間の政治活動の

中で、公共の福祉の増進、また、農村出身議員とし

て、農村に暮らす人たちの生活向上のための政策

推進に尽力された。

　　昭和17年に庄原町議に初当選後、昭和24年

には庄原町長、昭和26年からは広島県議会議員

として、通算36年もの長い間地方政界で活躍さ

れた。その間、広島県議会議長、全国都道府県議会

議長会会長等の要職に就かれ、地方および地方議

会発展に尽力された。特に、昭和42年には広島県

内陸部開発協議会の設立を提唱され、自ら会長に

就任して南厚北薄の県政の是正や、内陸部が抱え

ている深刻な過疎問題の解消に心血を注がれた。

　西城町油木に誕生、中国上海東亜同文書院に学

び、書の道を窮められるとともに、帰国後東京丸

の内に中国料理店「山水楼」を創業された。皇室を

始め、ノーベル賞作家川端康成氏、版画家棟方志

功氏など多くの文化人、また政財界人など幅広い

交流の中で、愛郷の念ひとしお深く、比婆山伊邪

那美命御陵伝説地の顕彰、比婆・道後・帝釈国定公

園の指定、県民の森開発、東京西城会の設立など

に尽力された。晩年には愛蔵の貴重な書画多数を

西城町に寄贈された。

　総領町稲草に誕生し、東京商科大学（現一橋大学）

を卒業後、旭化成工業株式会社（現旭化成株式会社）

に入社され、平成4年4月から同社代表取締役会長

として現在に至っておられる。平成13年7月には、

日本商工会議所会頭並びに東京商工会議所会頭に

就任され、その他政府、産業経済界の数々の要職に

就かれ、日本の発展に広く貢献されている。

　8月の臨時議会で、「庄原市名誉市民に関する条例」が議決され、合併前に名誉市民・町

民の称号を贈っていた庄原市名誉市民、西城町名誉町民および総領町名誉町民に、新庄

原市名誉市民の称号を贈ることとなりました。

　新市の名誉市民となられたのは、次の4人の方です。

西田　修一さん
（旧庄原市名誉市民）

明治34年6月15日生まれ
（昭和53年12月19日没）

永山　忠則さん
（旧庄原市名誉市民）

明治30年10月14日生まれ
（昭和59年6月13日没）

山口　信夫さん
（旧総領町名誉町民）

大正13年12月23日生まれ

宮田　武義さん
（旧西城町名誉町民）

明治24年12月14日生まれ

（平成4年11月10日没）
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た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

で
す
�

　
ま
た
�人
や
自
然
と
の
出
会
い

を
広
げ
る
た
め
に
�地
域
の
遊
び

場
へ
も
積
極
的
に
出
か
け
て
い

ま
す
�西
城
地
域
外
の
方
も
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
�

月
曜
日
�
金
曜
日

８
時
30
分
�
17
時
15
分

�
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
�

月
曜
日
�
金
曜
日

９
時
�
17
時

●
キ
�
ズ
ル
�
ム
ひ
よ
こ
　
　

　
毎
週
金
曜
日
10
時
�
12
時

リ
ズ
ム
あ
そ
び
�
お
話
の
会
�
保

育
所
行
事
へ
の
参
加
な
ど
�毎
回

楽
し
い
メ
ニ
�
�
が
い
�
ぱ
い
�

●
フ
�
ミ
リ
�
サ
ポ
�
ト
事
業

　
育
児
を
手
伝
�
て
も
ら
い
た

い
方
�応
援
し
た
い
方
が
会
員
登

録
を
し
て
�相
互
支
援
活
動
を
し

ま
す
�

●
子
育
て
通
信
の
毎
月
発
行

西
城
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
�

�
キ
�
ズ
ル
�
ム
ひ
よ
こ
�

鈎
０
８
２
４
�
８
２
�
３
０
０
３

　

子
育
�
相
談

主
�
活
動
内
容

　
３
月
31
日
に
１
市
６
町
が
一

つ
に
な
�
た
新
市
の
誕
生
を
記

念
し
�
９
月
25
日
�
日
�
�
市
で
は

市
民
会
館
で
合
併
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
�

　
当
日
は
�来
賓
や
関
係
者
600
人

あ
ま
り
が
参
加
し
�芙
蓉
会
の
琴

の
演
奏
と
�ス
ラ
イ
ド
を
使
�
た

旧
市
町
の
紹
介
で
開
会
�滝
口
市

長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
に
は
�４

人
の
名
誉
市
民
の
方�
前
ペ
�
ジ

に
掲
載
�
の
紹
介
や
�
合
併
に
功

労
の
あ
�
た
方
の
総
務
大
臣
表

彰
も
行
わ
れ
�盛
大
な
会
と
な
り

ま
し
た
�

●
滝
口
季
彦�
庄
原
市
長
�

●
田
盛
敬
三�
旧
西
城
町
長
�

●
遠
藤
晏
史�
旧
東
城
町
長
�

●
盛
谷
　
強�
旧
口
和
町
長
�

●
藤
原
公
昭�
旧
高
野
町
長
�

●
　
　
豊
幸�
旧
比
和
町
長
�

●
山
地
康
生�
旧
総
領
町
長
�

●
　
山
孝
昭�
旧
庄
原
市
議
会
議
長
�

●
堂
本
時
和�
旧
西
城
町
議
会
議
長
�

●
内
藤
嚴
夫�
旧
東
城
町
議
会
議
長
�

●
藤
田
　
泰�
旧
口
和
町
議
会
議
長
�

●
加
島
英
俊�
旧
高
野
町
議
会
議
長
�

●
實
延
　
博�
旧
比
和
町
議
会
議
長
�

●
俵
　
壯
太�
旧
総
領
町
議
会
議
長
�

新市の誕生を祝う

合併記念式典
を開催

総
務
大
臣
表
彰
受
賞
者
�

皆
�
��
敬
称
略
�

多くの人が来場されました ステージに並ぶ受賞者の皆さん
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ごみの放置
ポイ捨ては
やめよう!

広

島

の

　

明

る

い

未

来

を

　

こ

の

一

票

で

広

島

県

知

事

選

挙

投
票
日 

11
月
６
日�
日
�

期
満
了
に
よ
る
広
島
県
知

事
選
挙
が
�10
月
20
日�
木
�

告
示
�11
月
６
日�
日
�投
票
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
す
�

　
こ
の
選
挙
は
�広
島
県
の
進
む

べ
き
方
向
を
決
定
す
る
県
政
の

舵
と
り
役
を
選
ぶ
も
の
で
�県
民

一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
つ
な

が
る
身
近
で
重
要
な
選
挙
で
す
�

　
住
み
よ
い
広
島
県
を
築
く
た
め
�

投
票
日
に
は
必
ず
投
票
に
行
き
�

貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま
し
�
う
�

　
11
月
６
日�
日
�の
７
時
か
ら
20

時
ま
で
�た
だ
し
�市
内
79
個
所
の

投
票
所
で
投
票
時
間
を
１
�
３

時
間
繰
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
�

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
�

　
市
内
114
個
所
�投
票
所
は
入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
�入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
名
・

投
票
時
間
を
よ
く
確
か
め
て
�所

定
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
�

★
入
場
券
は
切
り
取
ら
ず
�そ
の

ま
ま
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
�

　
次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す

人
が
�こ
の
選
挙
に
お
い
て
庄
原

市
で
投
票
で
き
る
人
で
す
�

①
平
成
17
年
７
月
19
日
ま
で
に

庄
原
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
�
引
き
続
き
庄
原
市
に
住

所
を
有
し
て
い
る
人

②
昭
和
60
年
11
月
７
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

　
そ
の
ほ
か
�平
成
17
年
７
月
20

日
以
降
に
広
島
県
内
の
他
市
区

町
か
ら
庄
原
市
へ
転
入
届
を
さ

れ
た
人
�ま
た
�平
成
17
年
７
月
６

日
以
降
に
庄
原
市
か
ら
広
島
県

内
の
他
市
区
町
へ
転
出
異
動
さ

れ
た
人
に
つ
い
て
も
�異
動
前
の

住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
�

　
こ
の
場
合
�現
住
所
地
の
市
区

町
長
の
発
行
す
る
居
住
証
明
書

が
必
要
で
す
�

　
投
票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な

理
由
が
あ
る
人
は
�10
月
21
日�
金
�

か
ら
11
月
５
日�
土
�ま
で
の
毎
日

８
時
30
分
か
ら
20
時
ま
で
�市
役

所
お
よ
び
各
支
所
で
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
�

◆
投
票
日
に
仕
事
や
親
族
の
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
人

◆
投
票
日
に
レ
ジ
�
�
や
買
い
物

な
ど
の
私
用
で
投
票
区
の
区
域
外

へ
出
か
け
る
予
定
が
あ
る
人

◆
病
気
や
け
が
・
妊
娠
な
ど
の
理

由
で
歩
く
こ
と
が
困
難
な
人

◆
平
成
17
年
７
月
20
日
以
降
に

広
島
県
内
の
他
の
市
区
町
へ
住

所
移
転�
転
入
届
�さ
れ
た
人�
県

内
の
住
所
移
転
１
回
に
限
ら
れ
�

移
転
先
の
市
区
町
長
の
発
行
す

る
居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
��

　
庄
原
市
以
外�
名
簿
登
録
地
の

市
区
町
村
以
外
�の
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
や
病
院
・
老
人

ホ
�
ム
等
に
お
け
る
不
在
者
投

票
に
つ
い
て
は
�従
来
ど
お
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
�

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
�そ
の
障

害
の
種
類
�程
度
に
よ
り
�ま
た
�

介
護
保
険
法
に
定
め
る
要
介
護

者
で
�被
保
険
者
証
に�
要
介
護
５
�

と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
は
��
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
�を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
�

　
こ
れ
ら
不
在
者
投
票
に
つ
い

て
詳
し
い
こ
と
は
�選
挙
管
理
委

員
会
へ
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
�

　
11
月
６
日�
日
�の
21
時
10
分
か

ら
�庄
原
市
総
合
体
育
館
で
行
い

ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
２
６

西
城
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
２
�
２
１
２
１

東
城
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
４
７
７
�
２
�
５
２
１
１

口
和
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
７
�
２
１
１
１

高
野
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
６
�
２
１
１
１

比
和
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
５
�
２
１
１
１

総
領
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
８
�
３
０
６
０

　

任
�
投
票
日
時
�

�
投
票
所
�

�
投
票
で
き
る
人
�

�
期
日
前
投
票
�

�
不
在
者
投
票
�

�
開
票
�

　
選
挙
は
民
主
政
治
の
基
盤
で

あ
り
�有
権
者
の
意
思
が
正
し
く

反
映
さ
れ
る
よ
う
�明
る
く
公
正

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
�

　
し
か
し
�全
国
的
に
は
依
然
と

し
て
選
挙
違
反
が
数
多
く
発
生

し
て
お
り
�政
治
風
土
や
選
挙
風

土
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
�

　
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
�選
挙

に
対
す
る
自
分
自
身
の
意
識
を

見
つ
め
直
し
�決
め
ら
れ
た
ル
�

ル
を
守
�
て
違
反
の
な
い
明
る

い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
�
う
�

�
明
る
い
選
挙
を
�

　
市
で
は
�豊
か
な
自
然
や
住
み

よ
い
環
境
を
守
り
�次
代
へ
受
け

継
い
で
い
く
た
め
に
�ポ
イ
捨
て

や
不
法
投
棄
の
防
止
�犬
の
ふ
ん

の
放
置
防
止
�野
焼
き
の
禁
止
な

ど
�環
境
に
関
す
る
啓
発
を
行
�

て
い
ま
す
�

　
７
月
１
日
か
ら
は
�罰
則
規
定

を
伴
う�
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
�

を
施
行
す
る
な
ど
�取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
�

　
し
か
し
�市
内
で
は
依
然
と
し

て
�ご
み
の
散
乱
や
犬
の
ふ
ん
の

放
置
�山
や
河
川
な
ど
へ
の
不
法

投
棄
が
見
ら
れ
�ま
た
そ
れ
ら
に

関
す
る
苦
情
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
�

　
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
条
例
な

ど
も
一
つ
の
対
策
で
は
あ
り
ま

す
が
�環
境
美
化
の
た
め
に
最
も

大
切
な
の
は
�一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
と
行
動
で
す
�

　
今
後
も
�広
報
紙
な
ど
を
通
じ

た
啓
発
活
動
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
の
で
�自
分
た
ち
の
ふ
る
さ

と
を
き
れ
い
に
�そ
し
て
子
や
孫

へ
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
も
�

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
�

　
８
月
28
日
�
日
�
�
上

野
公
園
で
は
�
庄
原
夏

ま
つ
り
花
火
大
会
�
が

開
催
さ
れ
�
市
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
集
ま
り

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
�

　
と
こ
ろ
が
�翌
朝
の
上
野
公
園

周
辺
に
は
�ビ
ン
・
缶
や
ス
ナ
�

ク
菓
子
の
袋
�食
べ
か
す
な
ど
が

大
量
に
散
乱
し
て
お
り
�シ
ル
バ

�
人
材
セ
ン
タ
�
の
皆
さ
ん
が

清
掃
さ
れ
た
と
こ
ろ
�２
ト
ン
ト

ラ
�
ク
２
台
分
ほ
ど
の
ご
み
が

集
ま
り
ま
し
た
�

　
自
分
で
出
し
た
ご
み
は
き
ち

ん
と
持
ち
帰
る
�ご
み
箱
が
あ
る

場
合
は
き
ち
ん
と
捨
て
る
な
ど
�

マ
ナ
�
を
守
�
て
イ
ベ
ン
ト
な

ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

�
う
�

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
１
３
９
８

　

ご
み
は
必
ず

持
ち
帰
�
て
！

きれいで住みよいまちを

　
県
内
の
豊
か
な
自
然
と
伝
統

に
育
ま
れ
た
文
化
の
発
掘
�継
承
�

育
成
を
図
る
と
と
も
に
�
喜
び

と
感
動
を
わ
か
ち
あ
う
こ
と
の

で
き
る
県
民
の
祭
り
と
し
て
��
け

ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
'05
ミ

�
�
ジ
�
ク
フ
�
ス
テ
�
バ
ル

�
合
唱
＆
洋
楽
の
祭
典
�
�
を

開
催
し
ま
す
�

　
庄
原
市
か
ら
は
�
合
唱
の
部

に
庄
原
女
声
合
唱
団
と
東
城
コ

�
ル
エ
コ
�
が
�
洋
楽
の
部
に

東
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
�
庄
原

格
致
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
�
西

城
ブ
ル
�
ハ
�
モ
ニ
�
吹
奏
楽

団
が
出
場
し
ま
す
�

　
ま
た
�特
別
出
演
と
し
て
�県

立
広
島
大
学
ア
イ
リ
�
シ
�
ミ

�
�
ジ
�
ク
サ
�
ク
ル
と
県
立

広
島
大
学
ウ
イ
ン
ド
オ
�
ケ
ス

ト
ラ
が
�さ
ら
に
�庄
原
小
学
校

と
広
島
吹
奏
楽
団
と
の
共
演
も

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
�
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
�

と
　
き
　
11
月
６
日�
日
�

　
　
　
　
開
場:

９
時
�

　
　
　
　
開
演:

10
時
�

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

入
場
料
　
無
料

※
出
演
団
体
の
出
演
順
や
出
演

予
定
時
間
な
ど
は
�
市
ホ
�
ム

ペ
�
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
�

庄
原
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ

★
同
時
開
催

第
18
回
し
�
う
ば
ら
菊
花
展

期
間
　
10
月
28
日�
金
��
11
月

10
日�
木
�

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
８
８

　

散乱するごみを拾いながら歩くシルバー人材センターの皆さん

植え込みや車道には、多くのごみが…

庄
原
市
合
併
記
念
事
業

�
合
唱
＆
洋
楽
の
祭
典
�

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
'05

ミ
�
�
ジ
�
ク
フ
�
ス
テ
�
バ
ル

h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.sh
o
b
a
ra
.

h
iro
sh
im
a
.jp
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広

島

の

　

明

る

い

未

来

を

　

こ

の

一

票

で

広

島

県

知

事

選

挙

投
票
日 

11
月
６
日�
日
�

期
満
了
に
よ
る
広
島
県
知

事
選
挙
が
�10
月
20
日�
木
�

告
示
�11
月
６
日�
日
�投
票
の
日

程
で
行
わ
れ
ま
す
�

　
こ
の
選
挙
は
�広
島
県
の
進
む

べ
き
方
向
を
決
定
す
る
県
政
の

舵
と
り
役
を
選
ぶ
も
の
で
�県
民

一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
つ
な

が
る
身
近
で
重
要
な
選
挙
で
す
�

　
住
み
よ
い
広
島
県
を
築
く
た
め
�

投
票
日
に
は
必
ず
投
票
に
行
き
�

貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま
し
�
う
�

　
11
月
６
日�
日
�の
７
時
か
ら
20

時
ま
で
�た
だ
し
�市
内
79
個
所
の

投
票
所
で
投
票
時
間
を
１
�
３

時
間
繰
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
�

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
�

　
市
内
114
個
所
�投
票
所
は
入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
�入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
名
・

投
票
時
間
を
よ
く
確
か
め
て
�所

定
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
�

★
入
場
券
は
切
り
取
ら
ず
�そ
の

ま
ま
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
�

　
次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す

人
が
�こ
の
選
挙
に
お
い
て
庄
原

市
で
投
票
で
き
る
人
で
す
�

①
平
成
17
年
７
月
19
日
ま
で
に

庄
原
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
�
引
き
続
き
庄
原
市
に
住

所
を
有
し
て
い
る
人

②
昭
和
60
年
11
月
７
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

　
そ
の
ほ
か
�平
成
17
年
７
月
20

日
以
降
に
広
島
県
内
の
他
市
区

町
か
ら
庄
原
市
へ
転
入
届
を
さ

れ
た
人
�ま
た
�平
成
17
年
７
月
６

日
以
降
に
庄
原
市
か
ら
広
島
県

内
の
他
市
区
町
へ
転
出
異
動
さ

れ
た
人
に
つ
い
て
も
�異
動
前
の

住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
�

　
こ
の
場
合
�現
住
所
地
の
市
区

町
長
の
発
行
す
る
居
住
証
明
書

が
必
要
で
す
�

　
投
票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な

理
由
が
あ
る
人
は
�10
月
21
日�
金
�

か
ら
11
月
５
日�
土
�ま
で
の
毎
日

８
時
30
分
か
ら
20
時
ま
で
�市
役

所
お
よ
び
各
支
所
で
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
�

◆
投
票
日
に
仕
事
や
親
族
の
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
人

◆
投
票
日
に
レ
ジ
�
�
や
買
い
物

な
ど
の
私
用
で
投
票
区
の
区
域
外

へ
出
か
け
る
予
定
が
あ
る
人

◆
病
気
や
け
が
・
妊
娠
な
ど
の
理

由
で
歩
く
こ
と
が
困
難
な
人

◆
平
成
17
年
７
月
20
日
以
降
に

広
島
県
内
の
他
の
市
区
町
へ
住

所
移
転�
転
入
届
�さ
れ
た
人�
県

内
の
住
所
移
転
１
回
に
限
ら
れ
�

移
転
先
の
市
区
町
長
の
発
行
す

る
居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
��

　
庄
原
市
以
外�
名
簿
登
録
地
の

市
区
町
村
以
外
�の
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
や
病
院
・
老
人

ホ
�
ム
等
に
お
け
る
不
在
者
投

票
に
つ
い
て
は
�従
来
ど
お
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
�

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
�そ
の
障

害
の
種
類
�程
度
に
よ
り
�ま
た
�

介
護
保
険
法
に
定
め
る
要
介
護

者
で
�被
保
険
者
証
に�
要
介
護
５
�

と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
は
��
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
�を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
�

　
こ
れ
ら
不
在
者
投
票
に
つ
い

て
詳
し
い
こ
と
は
�選
挙
管
理
委

員
会
へ
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
�

　
11
月
６
日�
日
�の
21
時
10
分
か

ら
�庄
原
市
総
合
体
育
館
で
行
い

ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
２
６

西
城
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
２
�
２
１
２
１

東
城
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
４
７
７
�
２
�
５
２
１
１

口
和
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
７
�
２
１
１
１

高
野
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
６
�
２
１
１
１

比
和
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
５
�
２
１
１
１

総
領
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
８
�
３
０
６
０

　

任
�
投
票
日
時
�

�
投
票
所
�

�
投
票
で
き
る
人
�

�
期
日
前
投
票
�

�
不
在
者
投
票
�

�
開
票
�

　
選
挙
は
民
主
政
治
の
基
盤
で

あ
り
�有
権
者
の
意
思
が
正
し
く

反
映
さ
れ
る
よ
う
�明
る
く
公
正

に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
�

　
し
か
し
�全
国
的
に
は
依
然
と

し
て
選
挙
違
反
が
数
多
く
発
生

し
て
お
り
�政
治
風
土
や
選
挙
風

土
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
�

　
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
�選
挙

に
対
す
る
自
分
自
身
の
意
識
を

見
つ
め
直
し
�決
め
ら
れ
た
ル
�

ル
を
守
�
て
違
反
の
な
い
明
る

い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
�
う
�

�
明
る
い
選
挙
を
�

　
市
で
は
�豊
か
な
自
然
や
住
み

よ
い
環
境
を
守
り
�次
代
へ
受
け

継
い
で
い
く
た
め
に
�ポ
イ
捨
て

や
不
法
投
棄
の
防
止
�犬
の
ふ
ん

の
放
置
防
止
�野
焼
き
の
禁
止
な

ど
�環
境
に
関
す
る
啓
発
を
行
�

て
い
ま
す
�

　
７
月
１
日
か
ら
は
�罰
則
規
定

を
伴
う�
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
�

を
施
行
す
る
な
ど
�取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
�

　
し
か
し
�市
内
で
は
依
然
と
し

て
�ご
み
の
散
乱
や
犬
の
ふ
ん
の

放
置
�山
や
河
川
な
ど
へ
の
不
法

投
棄
が
見
ら
れ
�ま
た
そ
れ
ら
に

関
す
る
苦
情
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
�

　
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
条
例
な

ど
も
一
つ
の
対
策
で
は
あ
り
ま

す
が
�環
境
美
化
の
た
め
に
最
も

大
切
な
の
は
�一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
と
行
動
で
す
�

　
今
後
も
�広
報
紙
な
ど
を
通
じ

た
啓
発
活
動
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
の
で
�自
分
た
ち
の
ふ
る
さ

と
を
き
れ
い
に
�そ
し
て
子
や
孫

へ
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
も
�

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
�

　
８
月
28
日
�
日
�
�
上

野
公
園
で
は
�
庄
原
夏

ま
つ
り
花
火
大
会
�
が

開
催
さ
れ
�
市
内
外
か

ら
多
く
の
人
が
集
ま
り

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
�

　
と
こ
ろ
が
�翌
朝
の
上
野
公
園

周
辺
に
は
�ビ
ン
・
缶
や
ス
ナ
�

ク
菓
子
の
袋
�食
べ
か
す
な
ど
が

大
量
に
散
乱
し
て
お
り
�シ
ル
バ

�
人
材
セ
ン
タ
�
の
皆
さ
ん
が

清
掃
さ
れ
た
と
こ
ろ
�２
ト
ン
ト

ラ
�
ク
２
台
分
ほ
ど
の
ご
み
が

集
ま
り
ま
し
た
�

　
自
分
で
出
し
た
ご
み
は
き
ち

ん
と
持
ち
帰
る
�ご
み
箱
が
あ
る

場
合
は
き
ち
ん
と
捨
て
る
な
ど
�

マ
ナ
�
を
守
�
て
イ
ベ
ン
ト
な

ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

�
う
�

■
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
１
３
９
８

　

ご
み
は
必
ず

持
ち
帰
�
て
！

きれいで住みよいまちを

　
県
内
の
豊
か
な
自
然
と
伝
統

に
育
ま
れ
た
文
化
の
発
掘
�継
承
�

育
成
を
図
る
と
と
も
に
�
喜
び

と
感
動
を
わ
か
ち
あ
う
こ
と
の

で
き
る
県
民
の
祭
り
と
し
て
��
け

ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
'05
ミ

�
�
ジ
�
ク
フ
�
ス
テ
�
バ
ル

�
合
唱
＆
洋
楽
の
祭
典
�
�
を

開
催
し
ま
す
�

　
庄
原
市
か
ら
は
�
合
唱
の
部

に
庄
原
女
声
合
唱
団
と
東
城
コ

�
ル
エ
コ
�
が
�
洋
楽
の
部
に

東
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
�
庄
原

格
致
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
�
西

城
ブ
ル
�
ハ
�
モ
ニ
�
吹
奏
楽

団
が
出
場
し
ま
す
�

　
ま
た
�特
別
出
演
と
し
て
�県

立
広
島
大
学
ア
イ
リ
�
シ
�
ミ

�
�
ジ
�
ク
サ
�
ク
ル
と
県
立

広
島
大
学
ウ
イ
ン
ド
オ
�
ケ
ス

ト
ラ
が
�さ
ら
に
�庄
原
小
学
校

と
広
島
吹
奏
楽
団
と
の
共
演
も

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
�
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
�

と
　
き
　
11
月
６
日�
日
�

　
　
　
　
開
場:

９
時
�

　
　
　
　
開
演:

10
時
�

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

入
場
料
　
無
料

※
出
演
団
体
の
出
演
順
や
出
演

予
定
時
間
な
ど
は
�
市
ホ
�
ム

ペ
�
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
�

庄
原
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ

★
同
時
開
催

第
18
回
し
�
う
ば
ら
菊
花
展

期
間
　
10
月
28
日�
金
��
11
月

10
日�
木
�

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
８
８

　

散乱するごみを拾いながら歩くシルバー人材センターの皆さん

植え込みや車道には、多くのごみが…

庄
原
市
合
併
記
念
事
業

�
合
唱
＆
洋
楽
の
祭
典
�

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま
'05

ミ
�
�
ジ
�
ク
フ
�
ス
テ
�
バ
ル

h
ttp
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h
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.jp
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�
　
　
　
　
�

　
大
工
や
左
官
な
ど
建
築
に
携

わ
る
職
種
の
方
で
構
成
さ
れ
る

広
島
県
建
築
セ
ン
タ
�
協
会
庄

原
支
部
で
は
�毎
年
�ボ
ラ
ン
テ

�
ア
活
動
と
し
て
市
内
保
育
所

の
施
設
修
繕
を
さ
れ
て
い
ま
す
�

　
今
年
は
�
６
月
25
日
�
土
�
に

庄
原
保
育
所
�
山
内
保
育
所
の

施
設
修
繕
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
�

　
庄
原
保
育
所
で
は
�
渡
り
廊

下
の
屋
根
や
穴
の
あ
い
た
壁
板
�

ま
た
ト
イ
レ
の
ス
ク
リ
�
ン
巾

木
の
取
り
付
け
な
ど
�
ま
た
山

内
保
育
所
で
は
�ひ
さ
し
や
棚
�

電
気
コ
�
ド
の
取
り
付
け
な
ど

を
�
皆
さ
ん
で
手
際
よ
く
作
業

さ
れ
ま
し
た
�

　
こ
の
活
動
で
は
�
こ
れ
ま
で

長
年
に
わ
た
�
て
多
く
の
保
育

所
を
修
繕
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
�子
ど
も
た
ち
は
�き
れ
い
に

修
繕
さ
れ
た
保
育
所
で
今
日
も

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
�
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

広
島
県
建
築
セ
ン
タ
�
協
会
庄
原
支
部

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
で
保
育
所
設
備
を
修
繕

広島県大型観光
キャンペーン実施中

観光で地域を活性化

商工観光課観光交流係　鈎0824－73－1178

大
型
観
光
キ
�
ン
ペ
�
ン
11
・
12
月
の
市
内
イ
ベ
ン
ト

福
田
頭�
ふ
く
だ
が
し
ら
�の

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
ガ
イ
ド

比和
地域

Vol.4

●
第
18
回
し
�
う
ば
ら
菊
花
展
　
市
民
会
館

　
10
月
28
日�
金
��
11
月
10
日�
木
�

●
田
舎
体
験�
草
木
染
め
�そ
ば
打
ち
�　
帝
釈
峡
山
荘

●
帝
釈
峡
も
み
じ
紀
行
と
東
城
町
並
み
ギ
�
ラ
リ
�

　
帝
釈
峡
・
東
城
市
街
地

　
10
月
27
日�
木
�・
28
日�
金
�・
31
日�
月
��

　
11
月
１
日�
火
�・
２
日�
水
�・
４
日�
金
�・
７
日�
月
�・
８
日�
火
�

●
お
通
り
　
東
城
市
街
地

　
11
月
３
日�
木
�

●
そ
ば
祭
り
　
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城

　
11
月
20
日�
日
�

●
帝
釈
峡
神
楽
競
演
大
会
　
東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
�

　
12
月
４
日�
日
�

●
ウ
イ
ン
タ
�
イ
ル
ミ
ネ
�
シ
�
ン
　
国
営
備
北
丘
陵
公
園

　
12
月
２
日�
金
��
25
日�
日
�の
金
・
土
・
日
曜

●
学
園
ロ
�
ド
イ
ル
ミ
ネ
�
シ
�
ン
　
高
野
支
所
周
辺

　
12
月
上
旬
�
１
月
中
旬

■
上
野
池
周
辺
の
歴
史
　
講
師
　
武
田
祐
三
さ
ん

　
と
　
き
　
10
月
29
日�
土
�　
15
時
�
16
時
30
分

■
上
野
池
周
辺
の
植
物
　
講
師
　
伊
藤
之
敏
さ
ん

　
と
　
き
　
11
月
12
日�
土
�　
14
時
�
15
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
上
野
公
園
内
の
紫
水
寮�
公
園
内
の
無
料
休
憩
所
�

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
紫
水
会

鈎
０
８
２
４-

７
２-

０
７
４
２�
会
長
　
定
光
大
燈
さ
ん
宅
�　
　

�
上
野
池
の
歴
史
を
学
ぶ�
上
野
塾
講
座
��

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
木
元
�
�
�

後
�
�
見
�
�
�
�
福
田
頭

寄贈品の目録を読み上げる国利さん（写真右から二人目）

多くの作品や遺品が展示されている倉田百三文学館

丁寧に作業をしていただきました

　
８
月
３
日�
水
��保
存
会
の
皆

さ
ん
は
市
役
所
を
訪
れ
�会
長
の

国
利
義
勇
さ
ん
か
ら
福
永
教
育

長
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小さな命を守るために

幼児救急法講習会

地域発のまちづくりで日本が変わる

自治振興区まちづくり講演会

　9月13日（火）、庄原駅舎内のひだ

まり広場で幼児救急法講習会が開

催され、親子連れ50人以上が参加し

ました。

　集まった参加者は、庄原赤十字病院の幼児安全法指導員である

入江敬恵さんの、子どもの病気の特徴と発見の仕方、誤飲などへの

対処法などの説明を、資料を見ながら熱心に聞いていました。

　またその後は、万一の場合に備えて、人形を使った人工呼吸と心

臓マッサージの講習も行われ、実際に体験した母親からは、「人工

呼吸やマッサージを繰り返し行うのは、見た目よりも大変ですね」

と感想が聞かれました。

　9月4日（日）、市民会館で自治振興区まちづくり講演会が開催さ

れ、会場には700人を超える多くの人が集まりました。

　当日は、NHKの番組「プロジェクトX　挑戦者たち」の司会でおな

じみの国井雅比古さんを講師として招き、「地域からの挑戦　地

域おこしが日本を変える」と題して講演。国井さんは、番組づくり

を通して多くの人と出会い感じたこと、さらにはまちづくりにつ

いて、「人や自然など、庄原には都会に無い多くのすばらしい資源

があるように感じました。自分たちのまちは自分たちでつくると

いう気持ちが、地方から日本を変える大きな力となるはずです」

と話されました。
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庄原
地域

スクープ

「住んでいる人が楽しいまちにすることが大切」と国井さん

親子で人工呼吸に挑戦

集まったお母さんたちに説明する入江さん（写真右）

安
心
　
安
全
な

毎
日
の
た
め
に

＆

�
　
　
　
　
�

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

　
防
火
に
取
り
組
む

�
　
　
　
　
�

楽
し
い
行
楽

　
　
　
シ
�
ズ
ン
を

庄
原
消
防
署
　
鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
９
９
１
１

　
庄
原
市
の
火
災
原
因
の
上
位

を
占
め
て
い
る
の
は
��
た
き
火
�

や
�
火
入
れ
�
で
す
�
こ
れ
か
ら

の
季
節
�
落
ち
葉
で
の
焚
き
火

や
あ
ぜ
焼
き
な
ど
の
機
会
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
�

ち
�
�
と
し
た
油
断
や
不
注
意

が
�
大
き
な
火
災
を
招
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
�

　
こ
の
よ
う
な
火
災
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
�
火
が
消
え
る
ま

で
そ
の
場
を
離
れ
な
い
�
消
火

用
の
水
な
ど
を
用
意
す
る
こ
と

な
ど
が
大
切
で
す
�

　
ま
た
�
火
災
で
高
齢
者
が
死

傷
さ
れ
る
事
例
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
�
万
一
火
災
が
発
生

し
た
場
合
に
は
�
無
理
に
消
火

し
よ
う
と
せ
ず
安
全
な
場
所
に

避
難
し
�
火
災
で
あ
る
こ
と
を

周
り
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
�

　
秋
の
行
楽
シ
�
ズ
ン
を
迎
え
�

家
族
や
友
人
と
旅
行
さ
れ
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
�
旅
館
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小さな命を守るために

幼児救急法講習会

地域発のまちづくりで日本が変わる

自治振興区まちづくり講演会

　9月13日（火）、庄原駅舎内のひだ

まり広場で幼児救急法講習会が開

催され、親子連れ50人以上が参加し

ました。

　集まった参加者は、庄原赤十字病院の幼児安全法指導員である

入江敬恵さんの、子どもの病気の特徴と発見の仕方、誤飲などへの

対処法などの説明を、資料を見ながら熱心に聞いていました。

　またその後は、万一の場合に備えて、人形を使った人工呼吸と心

臓マッサージの講習も行われ、実際に体験した母親からは、「人工

呼吸やマッサージを繰り返し行うのは、見た目よりも大変ですね」

と感想が聞かれました。

　9月4日（日）、市民会館で自治振興区まちづくり講演会が開催さ

れ、会場には700人を超える多くの人が集まりました。

　当日は、NHKの番組「プロジェクトX　挑戦者たち」の司会でおな

じみの国井雅比古さんを講師として招き、「地域からの挑戦　地

域おこしが日本を変える」と題して講演。国井さんは、番組づくり

を通して多くの人と出会い感じたこと、さらにはまちづくりにつ

いて、「人や自然など、庄原には都会に無い多くのすばらしい資源

があるように感じました。自分たちのまちは自分たちでつくると

いう気持ちが、地方から日本を変える大きな力となるはずです」

と話されました。
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庄原
地域

スクープ

「住んでいる人が楽しいまちにすることが大切」と国井さん

親子で人工呼吸に挑戦

集まったお母さんたちに説明する入江さん（写真右）
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東城
地域
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西城
地域

地域のみんなでスポーツの秋

第32回三坂地区住民運動会

　9月19日（月）、毎年恒例となった「三坂地区住民運動会」が、三坂小学

校グラウンドで開催されました。　今年で32回を数えるこの運動会は、

地域と学校が一緒に行ってきた行事でしたが、平成16年3月に三坂小

学校が休校となったため、地域で

話し合った結果、自治振興区が引

き継いで「地域運動会」として継続して行っています。

　当日は、子どもからお年寄りまで約100人が参加し、「がんばれ」、「早く

早く」などの声援が響く中、びん倒しや玉入れ、縄ないなどで汗を流しま

した。

　地域の中で、大人から子どもまで参加できる行事の一つであるこの運

動会。これからも、地域の宝として継続していきたいものです。

身近な川を通して環境を学ぶ

子どもの水辺教室

新市を鼓舞する太鼓の響き

合併記念式典前夜祭
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総領
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おじいちゃん、おばあちゃんに感謝をこめて
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比和
地域

各地域で敬老会
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高野
地域

　総領地域では、9月中旬に、地域の高齢者の皆さんを招いて敬

老会が開催されました。各会場では、集まったみんなで話をして

のんびりした時間を過ごしたり、神楽やゲームなどの楽しいイ

ベントで盛り上がる姿が見られるなど、地域の特色が出た敬老

会になりました。

　9月10日（土）に総領文化会館で開催された下領家自治振興区

の敬老会では、世代間交流や仲間たちとの話で盛り上がり、笑顔

の絶えなかった高齢者の皆さんから、「次が楽しみじゃのぉ」な

ど、来年を待ち遠しくしている感想も聞かれました。また開催した関係者も、皆さんが楽しく過ごされる

様子を見て、元気をもらったようでした。

死亡事故ゼロを目指す

セーフティ・アーチin高野

自然の中を駆け抜ける

第10回水源の森ツーリングトライアルin比和

R e p o r tameraC R e p o r tameraC

　9月22日（木）、身近な川を通して環境意識を高めようと、備北地域事務

所と市が主催する「子どもの水辺教室」が開催され、東城小学校の６年生

が参加しました。

 児童は、川の環境や生物についての説明を受けた後、東城町を流れる成

羽川に入り、水生生物を採取・観察。淀みではヒルなどが見つかり、少し

水が汚れているようでしたが、流れのあるところには「カワゲラ」や「ヒ

ラタカゲロウ」、またこの辺りでは珍しい「アミカ」など、きれいな水の中

にいる生物が見つかり、成羽川は「きれいな川」という結果が出ました。 

　最近では、子どもが川で遊ぶことが少なくなってきていますが、川に生きる生物を知ることで川の環境につ

いてしっかり学んだ一日となったようで、参加した日野原瞭くんは、「いろんな昆虫が取れて楽しかったです。

川をきれいにするためにごみ拾いをしてみたい」と感想を話してくれました。

　秋の全国交通安全運動の一環として、庄原市交通安全協会などが9月

27日（火）、高野福祉保健センタ－で、秋の全国交通安全推進大会「セーフ

ティ・アーチin高野」を開催しました。

　大会には、高野小学校の児童や地域住

民など約100人が参加。高齢者の交通事故

防止や夕暮れ時の交通事故防止、シートベルトの着用などの重点目標を確認し、

「年末まで一人の死亡者も出さないよう、交通安全の輪を広げよう」などと呼び

かけました。また、交通安全祈願のアトラクションとして湯川雪山太鼓が披露

され、高野小学校と高野町老人クラブ連合会の代表が「事故に遭わない、起こさ

せないことを決意します」と交通安全宣言をしました。

　9月25日（日）、比和総合運動公園を中心に第10回水源の森ツーリングトラ

イアルが行われました。このトライア

ルは、比和町内1周約70ｋｍのコース内

に設けられた30のセクションをそれぞ

れ自慢のバイクで挑むもので、県内外から約80人が参加。各セクショ

ンには、急な法面や川の岩場、高いコンクリートの段差など難所が数

多くあり、思わず足をついてしまったり、転倒してしまったりと減点

になってしまう選手が相次ぎました。しかし、参加者の皆さんはこの

大会で比和の自然を満喫されたようで、「来年もぜひ開催してほしい」

との感想も聞かれました。

終了後にお礼を述べる
参加団体代表者の皆さん

勇壮な太鼓の演奏

いろんな生き物がみつかったかな

さあ、たくさん入れるぞ!

早さと技術を競った縄ない

神楽を楽しむ皆さん

急斜面をバイクでかけ上がる

豊かな自然いっぱいのコース

巨大なアーチが登場

安全を祈る湯川雪山太鼓

　9月24日（土）、合併記念式典前夜祭を兼ねた第4回TAIKO交流会が、

口和文化ホールヒューマンライツで開催されました。交流会には

市内全域から9団体が参加して、和太鼓の演奏で交流。会場には、市

内だけでなく広島市、遠くは兵庫県

などからも来場があり、約400人が太

鼓の演奏を楽しみました。

　演奏会後に行われた交流会では、

各団体が自己紹介をする中で、「これ

までは、交流しても"よその太鼓"と

いう気がしていたが、合併してとて

も身近に感じられました」という感想も聞かれました。
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生
活
相
談

[

聴
覚]

　
10
月
20
日�
木
�

受
け
付
け
は
13
時
�
14
時

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
事
務
所
第

３
庁
舎
２
階

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
生
活
福
祉
係�
鈎
０
８
２
４
�

７
３
�
１
１
６
６
�
へ
相
談
・
予

約
し
て
く
だ
さ
い
�

と
き
　
10
月
11
日�
火
��11
月
８

日�
火
�

10
時
�
12
時
・
13
時
�
15
時

と
こ
ろ
　
西
本
町
　
長
岡
本
社
ビ

ル
３
階

内
容
　
年
金
を
中
心
と
し
た
社
会

保
険
全
般
の
相
談
を
受
け
ま
す
�

問
い
合
わ
せ

三
次
社
会
保
険
事
務
所

鈎
０
８
２
４
�
６
２
�
３
１
０
７

　　
ス
ト
レ
ス
・
対
人
関
係
の
悩
み
�

不
眠
や
イ
ラ
イ
ラ
�思
春
期
な
ど

の
心
の
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
ま
す
�

と
き

　
10
月
18
日�
木
��11
月
10
日�
木
�

受
付
時
間

　
13
時
30
分
�
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
10
月
18
日
は
備
北
地

域
保
健
所
�11
月
10
日
は
保
健
セ

ン
タ
�

※
予
約
が
必
要
で
す
�

問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所

鈎
０
８
２
４
�
６
３
�
５
１
８
１

�
内
線
３
３
４
１
�
３
３
４
３
�

　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
�

●
庄
原
地
域

と
き
　
10
月
11
日�
火
��25
日�
火
�

　
　
　
13
時
30
分
�
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
地
域
セ
ン
タ
�

●
西
城
地
域

と
き
　
10
月
13
日�
木
��11
月
10

日�
木
�　
13
時
�
16
時

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館

●
東
城
地
域

と
き
　
10
月
６
日�
木
��11
月
４

日�
金
�　
９
時
�
12
時

と
こ
ろ
　
東
城
地
域
セ
ン
タ
�

●
比
和
地
域

と
き
　
10
月
20
日�
木
�

　
　
　
13
時
30
分
�
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き
　
10
月
11
日�
火
��11
月
10

日�
木
�　
９
時
�
12
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
�

問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課
人
権
推
進
係

鈎
０
８
２
４
�
７
５
�
０
３
０
１

　　　
備
北
地
域
保
健
所
が
開
催
す

る
相
談
で
す
�ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
人
や
そ
の
ご
家
族
か
ら

の
相
談
に
専
門
医
や
保
健
師
が

応
じ
ま
す
�秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
�安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
�

と
き
　
11
月
10
日
�
木
�
　
13
時

30
分
�
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
保
健
所

申
し
込
み
　
事
前
に
左
記
ま
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所
保
健
課

鈎
０
８
２
４
�
６
３
�
５
１
８
１

�
内
線
３
３
４
２
�

FAX
０
８
２
４
�
６
３
�
５
１
９
０

　
　

　
ア
ル
コ
�
ル
に
関
す
る
こ
と
で

お
困
り
の
方
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
�精
神
科
医
な
ど
が
相
談
を
受

け
ま
す
�秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
�安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

と
き
　
10
月
25
日
�
火
�
　
13
時

30
分
�
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
保
健
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所
保
健
課
　
　

鈎
０
８
２
４
�
６
３
�
５
１
８
１

�
内
線
３
３
４
３
�

　
財
団
法
人
日
本
調
停
協
会
連

合
会
が
主
催
す
る
相
談
会
で
す
�

と
き
　
11
月
８
日�
火
�

　
　
　
10
時
�
15
時

と
こ
ろ
　
三
次
市
文
化
会
館

相
談
事
項
　
民
事�
不
動
産
�登
記
�

金
銭
�
交
通
事
故
�
損
害
賠
償
関

係
な
ど
�家
事�
相
続
�遺
産
分
割
�

夫
婦
・
親
子
関
係
�遺
言
な
ど
�

問
い
合
わ
せ
　
広
島
地
方
裁
判

所
三
次
支
部
庶
務
課

鈎
０
８
２
４
�
６
３
�
５
１
４
１

　
広
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

三
次
支
部
で
は
�社
会
保
険�
年
金
�

健
康
保
険
�
労
災
保
険
�
雇
用
保

険
な
ど
��労
働
問
題�
解
雇
�賃
金
�

セ
ク
ハ
ラ
�
労
働
契
約
�
労
働
条

件
な
ど
�に
関
す
る
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
�

　
相
談
に
応
ず
る
の
は
三
次
支

部
会
員
の
社
会
保
険
労
務
士
で
�

も
ち
ろ
ん
秘
密
厳
守
で
す
�

と
き
　
10
月
16
日�
日
�

　
　
　
13
時
�
16
時

と
こ
ろ

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
�

鈎
０
８
２
４
�
６
２
�
６
３
５
７

問
い
合
わ
せ

井
上
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

鈎
０
８
２
４
�
６
２
�
０
３
２
３

　
合
併
を
記
念
し
�市
教
育
委
員

会
が
主
催
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
�

テ
�
マ
　
中
国
山
地
の
自
然
と

風
物
を
対
象
と
し
た
も
の

応
募
作
品
　

●
カ
ラ
�
・
モ
ノ
ク
ロ
の
い
ず
れ

も
�ま
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
も
の
で
も
結
構
で
す
�

●
サ
イ
ズ
は
�キ
�
ビ
ネ
版
以
上

四
つ
切
�
ワ
イ
ド
可
�
ま
で
と
し

ま
す
�

●�

組
写
真
で
も
結
構
で
す
�

●
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
�

ま
た
�作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
�

●
作
品
に
は
必
ず
応
募
票
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
�

応
募
締
切

12
月
25
日�
日
�必
着

そ
の
他

●
入
賞
作
品
の
ネ
ガ
�ポ
ジ
ま
た

は
メ
デ
�
ア
媒
体
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
�

●
入
賞
作
品
に
関
す
る
著
作
権
は
�

主
催
者
側
に
属
し
ま
す
�

応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
�
０
３
０
１
　

庄
原
市
比
和
町
比
和
１
１
１
９

番
地
１
　
庄
原
市
立
比
和
自
然

科
学
博
物
館
　
中
国
山
地
・
豊
か

な
自
然
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係

鈎
０
８
２
４
�
８
５
�
３
０
０
５

　 ひ
き
こ
も
り
相
談

ア
ル
コ
�
ル
相
談

人
権
相
談�
特
設
�

社
会
保
険
一
日
相
談

心
の
健
康
相
談

身
体
障
害
者

定
期
相
談�
判
定
�会

社
会
保
険
労
務
士

無
料
相
談
会

調
停
相
談
会
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日　　程 場所および時間

庄原

地域

西城

地域

東城

地域

口和

地域

高野

地域

比和

地域

総領

地域

毎月第1～第4火曜日
10月11日・18日・25日
11月4日・10日・17日・24日

毎月第１・第3木曜日
10月6日・20日
11月20日

11時～11時10分
11時25分～11時35分
11時50分～12時

東公民館………
市役所車庫前…
敷信公民館……

9時～9時10分西城支所………

毎月第1・第3木曜日
10月6日・20日
11月20日

9時40分～9時50分
10時20分～10時30分

小奴可研修センター…
東城文化会館…

毎月第4木曜日
10月27日・11月24日

11時40分～11時50分口和支所………

毎月第4木曜日
10月27日・11月24日

13時20分～13時30分高野支所………

毎月第4木曜日
10月27日・11月24日

13時50分～14時比和支所………

毎月第2水曜日
10月12日・11月9日

9時40分～9時50分総領支所………

10月9日（日）
10日（月）
16日（日）
23日（日）
30日（日）

11月3日（木）
6日（日）

備北ななつか病院
児 玉（ 納 ）医 院
林 医 院
戸 谷 医 院
笠 間 医 院
田 渕 医 院
庄原赤十字病院

0824-75-2070
0824-72-0147
0824-72-0121
0824-72-3131
0824-72-0535
0824-72-3900
0824-72-3111

診療所名

●庄原地域

10・11月の休日診療については、
次のとおりです。   

※庄原赤十字病院については、救急患者に限ります。

電話番号

10月9日（日）
10日（月）
16日（日）
23日（日）
30日（日）

11月3日（木）
6日（日）

こぶしの里病院
東 城 病 院
細 川 医 院
久 岡 医 院
こぶしの里病院
東 城 病 院
瀬 尾 医 院

08477-2-5255
08477-2-2150
08477-2-0054
08477-2-2626
08477-2-5255
08477-2-2150
08477-2-0023

診療所名

●東城地域

電話番号

休日診療のご案内
犬・猫の
引き取り

10・11月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施

します。なお、手続きには認印が必要ですので、

持参してください。	

募
　
集

合
併
記
念

第
17
回
中
国
山
地
・
豊
か
な

自
然
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

献血の
ご案内

10月・11月の献血は、次のとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　保健医療課医療係 鈎0824－73－1155

と　き

ところ

九日市
11月9日（水）　10時～

中本町筋・下本町・中央通り
ぜひお越しください。

11月の
庄原地域の市街地で、毎月9日に開催される市です。

【10月のイベント情報】鈎0824－75－4411

10月26日（水）

11月4日（金）

10月31日（月） 西城保健福祉総合
センター

高野福祉保健
センター

JA庄原本所

県立広島大学
庄原キャンパス

10時～11時30分
12時30分～15時

10時30分～11時30分
12時30分～15時

10時～11時

12時～13時
14時～15時

実施日 会　場 受付時間

●写真展「みんな同じ命だから」
　犬や猫の写真を通じて、命の重さを考える写真展です。

　期間　10月8日（土）～15日（土）　9時～17時

●ゆめさくら秋まつり
　新米や豚汁の試食会、ミニ動物園など内容盛りだくさんです。

　期間　10月8日（土）～17日（月）

●田舎の味作り講座
　「日本ピラミッドで秋を楽しむ会」
　とき　10月23日（日）　10時～16時

　参加費　大人1,000円　小・中学生500円　定員　20人

　※ゆめさくらへお集まりください。

「中国山地・豊かな自然写真コンテスト」応募票

題　　 名

氏　　 名
フリガナ

住　　 所
〒

TEL.（　　　　　）　　ー

職　　 業 年齢 性別

どちらかに○印 デジタル　　・　　スチール

撮影年月日 撮影場所年　　月　　日

レンズ フィルムカメラ機種

簡 単 な
コ メ ン ト
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催
　
し

キ
�
ン
プ
リ
�
ダ
�

研
修
会
の
参
加
者

第
23
回
ふ
れ
あ
い

東
城
ま
つ
り

本
町
筋
ぶ
ら
り

散
歩
ギ
�
ラ
リ
�

「ふれあい市長室」

の日程
■
と
　
き  

10
月
８
日�
土
�・
11
月
12
日�
土
�  

９
時
�
12
時

■
と
こ
ろ  

10
月:

市
役
所
本
庁
舎
２
階
市
長
室

　
　
　
　  

11
月:

西
城
支
所

11
月
か
ら
は
各
支
所
で
も
実
施
し
ま
す
�

�
公
務
�
�
�
実
施
�
�
�
�
場
合
�
�
�
�
�
�

�
道
路
�
改
良
�
維
持
�
修
繕
�
�
�
要
望
�陳
情
�
�事

�
業
担
当
課
�
�
願
�
�
�
�
�

�
問
�
合
�
�
�
情
報
推
進
課
広
報
統
計
係

　
鈎
０
８
２
４-

７
３-

１
１
５
９

自
治
振
興
区
ま
ち
づ
く
り

実
践
リ
レ
�
講
座

第
２
回
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

ひ
ろ
し
ま

第
６
回
庄
原
こ
ど
も

ミ
�
�
ジ
カ
ル

h
ttp

://w
w

w
.c

g
r.m

lit.g
o
.jp

/

g
o
n
o
k
a
w

a
/

秋
の
薬
草
探
検
隊

第
４
回
マ
イ

　
イ
ル
ミ
ネ
�
シ
�
ン

　
　
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者

　
備
北
オ
�
ト
ビ
レ
�
ジ
で
は
�

キ
�
ン
プ
を
は
じ
め
と
す
る
野

外
活
動
に
必
要
な
知
識
�技
術
に

つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
�

研
修
終
了
後
�希
望
者
に
は
備
北

丘
陵
公
園
の
キ
�
ン
プ
リ
�
ダ

�
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き

ま
す
�

と
き
　
11
月
19
日�
土
�・
20
日�
日
��

12
月
10
日
�
土
�・
11
日
�
日
�
�
平

成
18
年
１
月
14
日�
土
�・
15
日�
日
�

の
全
３
回
�  

※
３
回
と
も
１
泊

２
日

募
集
内
容
　
18
歳
以
上
の
20
人

参
加
費
　
初
回
４
�５
０
０
円�
保

険
料
を
含
む
�
２
回
目
以
降
３
�

０
０
０
円

申
込
方
法
　
10
月
11
日
�
火
�
10

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
�

締
め
切
り

11
月
８
日�
火
�17
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
オ
�
ト
ビ
レ
�
ジ

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
８
８
０
２

　　
し
�
う
ば
ら
国
際
交
流
協
会

が
実
施
す
る
青
年
招
へ
い
事
業

の
ホ
ス
ト
フ
�
ミ
リ
�
と
ホ
�

ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
家
庭
を

募
集
し
ま
す
�

●
青
年
招
へ
い
事
業
ホ
ス
ト
フ

�
ミ
リ
�

招
へ
い
国 

　
中
米
諸
国�
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
・
グ
ア
テ
マ
ラ
・
コ
ス

タ
リ
カ
・
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
・
ニ

カ
ラ
グ
ア
・
パ
ナ
マ
・
ベ
リ
�
ズ
・

ホ
ン
ジ
�
ラ
ス
�

募
集
数
　
13
家
庭

ホ
�
ム
ス
テ
イ
期
間�
２
泊
３
日
�

11
月
25
日�
金
��
27
日�
日
�

応
募
締
切
　
10
月
31
日(

月)
●
広
島
大
学
留
学
生
ホ
�
ム
ス

テ
イ
家
庭

募
集
家
庭
　
16
�
24
家
庭

ホ
�
ム
ス
テ
イ
期
間�
２
泊
３
日
�

11
月
18
日�
金
��
20
日�
日
�

応
募
締
切
　
10
月
31
日�
月
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

し
�
う
ば
ら
国
際
交
流
協
会
事

務
局�
交
流
サ
ロ
ン
内
�

鈎
・
FAX
０
８
２
４
�
７
２
�
０
０
７
５

　
建
設
中
の
灰
塚
ダ
ム
上
流
に

で
き
る
ダ
ム
湖
の
名
称
を
募
集

し
ま
す
�

応
募
方
法
　
郵
便�
官
製
は
が
き

も
可
��持
参
�FAX
�電
子
メ
�
ル�
当

工
事
事
務
所
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ

上
か
ら
応
募
で
き
ま
す
�の
い
ず

れ
か
で
�
①
ダ
ム
湖
名
�
漢
字
の

場
合
は
ふ
り
が
な
�
�
②
名
称
の

簡
単
な
説
明
�③
氏
名�
ふ
り
が
な
�

④
住
所
⑤
電
話
番
号
を
必
ず
記

載
し
て
く
だ
さ
い
�

締
め
切
り
　
10
月
31
日
�
月
�
　

※
郵
送
の
場
合
は
締
め
切
り
当

日
の
消
印
有
効
�

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
�

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
�
０
０
２
１

庄
原
市
三
日
市
町
６
６
７
�
１

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局

江
の
川
総
合
開
発
工
事
事
務
所

総
務
課

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
３
３
０
１

FAX
０
８
２
４
�
７
２
�
８
０
４
７

ホ
�
ム
ペ
�
ジ
ア
ド
レ
ス

　　
庄
原
の
ま
ち
を
光
で
飾
る
マ

イ
イ
ル
ミ
ネ
�
シ
�
ン
コ
ン
テ

ス
ト
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
�

受
付
期
間
　
11
月
15
日�
火
�ま
で

※
詳
細
は
主
催
の
庄
原
観
光
協

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

庄
原
観
光
協
会

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
２
１
２
１

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
７
８

　　と
き
　
10
月
22
日�
土
�  

12
時
�

　
　
　
10
月
23
日�
日
�  

10
時
�

と
こ
ろ
　
東
城
小
学
校
�
東
城
公

民
館
�東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
�

内
容
　

●
広
島
県
警
音
楽
隊
や
広
島
ジ

�
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
演
奏

●
松
本
毬
歌
謡
ス
テ
�
ジ
��
涙

を
ふ
い
て
�の
三
貴
哲
成
バ
ン
ド

ラ
イ
ブ

●
ち
び
�
こ
す
も
う
や
ふ
れ
あ
い

の
夕
べ
�お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
４
７
７
�
２
�
５
２
１
１

　●
第
６
回
　�
自
治
振
興
区
と
税

務
　
�
税
の
扱
い
に
つ
い
て
�
�

と
き
　
10
月
29
日�
土
�  

14
時
�

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

講
師
　
橋
口
　
満
さ
ん�
農
業
経

営
指
導
ス
ペ
シ
�
リ
ス
ト
�税
理

士
�

問
い
合
わ
せ
　
自
治
振
興
課
自

治
振
興
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
２
０
９

と
き
　
10
月
22
日�
土
�・
23
日�
日
�

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚�
旧
七

塚
原
青
年
の
家
　
七
塚
町
�

対
象
　
20
歳
以
上
の
人
50
名

参
加
費
　
８
�０
０
０
円

締
め
切
り
　
10
月
16
日�
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
原
の
家
七
塚

鈎
・
FAX
０
８
２
４
�
７
５
�
２
０
３
３

　と
き
　
11
月
２
日�
水
�

　
　
　
13
時
�
16
時
30
分

と
こ
ろ 

広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
�
ル

対
象
　
２
０
０
６
年
３
月
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
卒
業
予

定
者
お
よ
び
２
０
０
５
年
３
月

大
学
等
未
就
職
卒
業
者

内
容
　
企
業
個
別
ブ
�
ス
で
の

面
接
会

問
い
合
わ
せ
　
広
島
県
若
者
就

業
サ
ポ
�
ト
セ
ン
タ
�

鈎
０
８
２
�
２
２
４
�
１
０
３
２

　

　
紅
葉
シ
�
ズ
ン
に
あ
わ
せ
�和

紙
・
木
工
工
芸
�絵
画
�草
木
染
め

な
ど
�東
城
の
街
並
に
彩
り
を
添

え
る
ギ
�
ラ
リ
�
を
開
催
し
ま
す
�

期
間  

10
月
24
日�
月
��
11
月
８

日�
火
�   

９
時
30
分
�
19
時
30
分

と
こ
ろ
　
東
城
町
東
城  

本
町
筋

問
い
合
わ
せ
　
東
城
支
所
地
域

振
興
課

鈎
０
８
４
７
７
�
２
�
５
２
１
１

　
四
季
の
森
と
う
じ
�
う
で
の

植
樹
と
環
境
学
習
を
行
い
ま
す
�

と
き
　
10
月
30
日�
日
�   

10
時
�

と
こ
ろ
　
四
季
の
森
と
う
じ
�

う�
東
城
町
塩
原
�

参
加
費

　
　
　
大
人
　
　
１
�０
０
０
円

　
　
　
中
学
生
以
下
　
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
４
７
７
�
２
�
５
２
１
１

　　
６
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
��
ピ

�
タ
�
パ
ン
�
を
�
子
ど
も
と
大

人
が
力
い
�
ぱ
い
演
じ
ま
す
�体

中
で
表
現
し
�笑
顔
い
�
ぱ
い
の

舞
台
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
�

と
き
　
10
月
23
日�
日
�　

�
第
１
公
演
�開
場
　
13
時

　
　
　
　
　
開
演
　
13
時
30
分

�
第
２
公
演
�開
場
　
15
時
30
分

　
　
　
　
　
開
演
　
16
時

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

入
場
料
　
一
般
・
子
ど
も
い
ず
れ
も

１
�０
０
０
円

※
３
歳
未
満
は
無
料
で
す
�　
　

※
座
席
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
�

※
第
１
公
演
・
第
２
公
演
と
も
内

容
は
同
じ
で
す
が
�出
演
者
が
異

な
り
ま
す
�ご
確
認
の
上
チ
ケ
�

ト
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
�

★
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
�庄
原
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ
　
ミ
�
�
ジ
カ
ル

ひ
ろ
ば
実
行
委
員
会�
ポ
�
プ
コ

�
ン
�

鈎
０
９
０
�
７
９
９
５
�
７
９
７
３

　
　

　と
き
　
11
月
２
日�
水
�

　
　
　
10
時
30
分
�
14
時
30
分

★
実
習
作
品
の
展
示
即
売
は
12

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
　
広
島
県
立
三
次
高
等

技
術
専
門
校

内
容
　
実
習
作
品
の
販
売
や
公

開
実
習
�体
験
コ
�
ナ
�
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
広
島
県
立
三
次

高
等
技
術
専
門
校

鈎
０
８
２
４
�
６
２
�
３
４
３
９

　　
秋
の
一
日
を
�ゲ
�
ム
や
や
イ

ベ
ン
ト
�
バ
ザ
�
�
特
産
品
な
ど

で
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

と
き
　
10
月
23
日�
日
�

と
こ
ろ
　
西
城
球
技
場�
西
城
町
�

問
い
合
わ
せ

西
城
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
２
４
�
８
２
�
２
１
２
１ 

　　
絵
画
や
工
芸
�写
真
�俳
句
な
ど
�

町
内
の
芸
術
愛
好
家
の
作
品
展

で
す
�

と
き
　
10
月
22
日�
土
��
24
日�
月
�

　
※
24
日
は
午
前
中
の
み
�

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館�
西
城
町
�

問
い
合
わ
せ

西
城
支
所
西
城
教
育
課

鈎
０
８
２
４
�
８
２
�
２
４
４
５

　
　
　
　

　　
民
謡
�
民
踊
�
太
鼓
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
芸
能
活
動
の
発
表
の
場

で
す
�

と
き
　
10
月
22
日�
土
�

と
こ
ろ
　
ウ
イ
ル
西
城�
西
城
町
�

問
い
合
わ
せ
　
西
城
支
所
西
城

教
育
課

鈎
０
８
２
４
�
８
２
�
２
４
４
５

 

と
き
　
10
月
30
日�
日
�

　
　
　
10
時
30
分
�
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚�
庄
原

市
七
塚
町
�

内
容
　
ダ
ン
ス
�銭
太
鼓
な
ど
の

ス
テ
�
ジ
発
表
・
ど
き
ど
き
わ
く

わ
く 

か
く
れ
家
つ
く
り
・
つ
く
�

て
あ
そ
ぼ
う�
ど
ん
ぐ
り
笛
な
ど
�

・
お
い
し
い
バ
ザ
�
で
お
な
か
い

�
ぱ
い
・
フ
リ
�
マ
�
ケ
�
ト

★
出
店
者
を
募
集
中

動
物
と
の
ふ
れ
合
い

�
ヤ
ギ
の
乳
搾
り
体
験
�ミ
ニ
ブ
タ

も
い
る
よ
�

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
０
０
５
１

ホ
ス
ト
フ
�
ミ
リ
�
と

ホ
�
ム
ス
テ
イ
家
庭

灰
塚
ダ
ム
の�
ダ
ム
湖
名
�

広
島
県
労
働
大
学
巡
回
講
座

平
成
17
年
度
植
樹
祭

第
27
回
西
城
ふ
る
さ
と
祭

■1次試験

　平成18年１月14日（土）

■2次試験

　平成18年1月27日（金）～30日（月）

自衛隊生徒採用試験

応募資格 受付期間 試験日

中学校卒（見込含）

17歳未満の男子

自衛隊三次募集事務所　鈎0824-62-0350
総務部総務課行政係　鈎0824-73-1123

11月1日（火）～

平成18年1月10日（火）

問い合わせ

み
よ
し
技
能
祭

と
き
　
11
月
21
日�
月
�

　
　
　
15
時
�
17
時

と
こ
ろ 

 
 

三
次
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル対
象
　
企
業
の
人
事
・
労
務
担
当

者
�
労
働
組
合
関
係
者
�
一
般
勤

労
者
な
ど
50
人

申
込
方
法
　
10
月
21
日
�
金
�
ま

で
に
�郵
送
ま
た
は
FAX
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

〒
７
３
０
�
８
５
１
１

広
島
市
中
区
基
町
10
�
52

広
島
県
商
工
労
働
部
労
政
管
理
室

鈎
０
８
２
�
５
１
３
�
３
４
１
１

FAX
０
８
２
�
２
２
２
�
５
５
２
１

　

第
９
回
出
会
い
と

ふ
れ
あ
い
フ
�
ア

第
39
回

庄
原
市
西
城
町
美
展

第
５
回
こ
ど
も
ま
つ
り
開
催



　
広
島
労
働
局
�ハ
ロ
�
ワ
�
ク

な
ど
が
主
催
す
る
特
別
講
演
会

と
合
同
就
職
面
接
会
で
す
�

と
き
　
10
月
14
日�
金
�

特
別
講
演
会:

10
時
30
分
�
　
　

合
同
就
職
面
接
会:

13
時
�

と
こ
ろ
　
三
次
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル�
三
次
市
�

参
加
費
　
無
料

講
師
　
有
限
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
総

研
　
牛
来
千
鶴
さ
ん

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
�
ワ
�
ク
庄
原

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
１
１
９
７

　　
学
生
が
農
産
物
の
即
売
な
ど

を
通
し
て
�日
ご
ろ
の
学
習
成
果

を
発
表
し
ま
す
�
ま
た
�
地
域
の

み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
色
々
な
コ
�
ナ
�
も
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
�ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
�

と
き
　
11
月
12
日�
土
�・
13
日�
日
�

と
こ
ろ
　
広
島
県
立
農
業
技
術

大
学
校

主
な
内
容
　
農
産
物
即
売
�バ
ザ

�
�
ス
テ
�
ジ
�
神
楽
�
琴
・
尺
八

演
奏
�な
ど

問
い
合
わ
せ
　
広
島
県
立
農
業

技
術
大
学
校
教
務
課

鈎
０
８
２
４
�
７
２
�
０
０
９
４

　と
き
　
10
月
27
日�
木
�

基
調
講
演:

15
時
�  

研
修:

16
時
�

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
�

問
い
合
わ
せ
　
し
�
う
ば
ら
産
学

官
連
携
推
進
機
構�
担
当
：
加
藤
�

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
０
２
２
０

FAX
０
８
２
４
�
７
２
�
０
０
７
５

　　　
市
が
行
う
�高
校
�大
学
�専
門

学
校
な
ど
の
生
徒
・
学
生
を
対
象

と
し
た
奨
学
金
事
業
の
制
度
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
�

開
催
日
程
お
よ
び
会
場

●
10
月
26
日�
水
�

19
時
�
　
比
和
文
化
会
館

19
時
30
分
�
　
高
野
支
所

●
10
月
27
日�
木
�　
19
時
�

西
城
公
民
館
�総
領
文
化
会
館

20
時
�
　
口
和
文
化
ホ
�
ル
ヒ

�
�
マ
ン
ラ
イ
ツ

●
10
月
28
日
�
金
�
　
18
時
30
分

�
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
�

19
時
�
　
東
城
支
所

※
ど
の
会
場
に
も
参
加
で
き
ま
す
�

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
学
校
管
理
係

鈎
０
８
２
４
�
７
３
�
１
１
８
６

西
城
支
所
西
城
教
育
課

鈎
０
８
２
４
�
８
２
�
２
４
４
５

東
城
支
所
東
城
教
育
課

鈎
０
８
４
７
７
�
２
�
５
２
２
１

口
和
支
所
口
和
教
育
課

鈎
０
８
２
４
�
８
７
�
２
１
１
５

高
野
支
所
高
野
教
育
課

鈎
０
８
２
４
�
８
６
�
２
１
９
５

比
和
支
所
比
和
教
育
課

鈎
０
８
２
４
�
８
５
�
３
０
０
５

総
領
支
所
総
領
教
育
課

鈎
０
８
２
４
�
８
８
�
３
０
６
７

　時
間
額
６
４
９
円
に
変
わ
り
ま

し
た

　
10
月
１
日
か
ら
�広
島
県
の
最

低
賃
金
が
６
４
９
円
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
�こ
れ
は
�県
内
の
事
業
所

で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
�特
定
の
産
業
で
働
く
労

働
者
に
つ
い
て
は
�こ
れ
よ
り
も

高
い
金
額
の
産
業
別
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
�

　
詳
し
く
は
�左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

広
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

鈎
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お 知 ら せ お 知 ら せ

� �� �

[住民基本台帳登録人口]
○人　口　44,000人
　　男　　20,879人
　　女　　23,121人
○世帯数　16,261世帯

[外国人登録人口]
○人　口　299人

人の動き（8月末日現在）

納付は

手続きは各金融機関の
窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

便利な口座振替で便利な口座振替で
下水道使用料水道料金市税

◎税務課収納係
◎下水道課管理係
◎水道課業務係

0824-73-1145
0824-73-1175
0824-73-1197
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広
島
県
の
最
低
賃
金

古
く
な
�
た
電
話
帳
の

回
収
に
ご
協
力
を

●刺子を楽しむ会（作品数50点）
　9日（水）～12日（土）　10時～17時
　※入場無料
●問い合わせ

　庄原市文化協会事務局　Tel0824-72-4347(白川)

　教育委員会生涯学習課　Tel0824-73-1188

　商工観光課商工振興係　Tel0824-73-1179

　※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み

　　ください。使用料はいりません。

情報Ｂ Ｏ Ｘ
市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市民ギャラリーです。

市民ギャラリー「アート多愛夢」

11月の
展示案内
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芝生のコースでグラウンド・ゴルフを楽しもう!
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今月の主な内容

■広島県知事選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ごみの放置・ポイ捨てはやめよう・・・・・・・・

■広島県大型観光キャンペーン実施中・・・・・・・・■基礎基本定着状況調査・・・・・・・・・・・・・・・・・

■市民の皆さんが満足できる行政運営に向けて・・・

■庄原市名誉市民の皆さん・・・・・・・・・・・・・・・

■応援します！あなたの子育て・・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ぐるり庄原カメラレポート・・・・・・・・・・・・・・・・

■まるごと「しょうばら」 見る・食べる・遊ぶ・・・・・・

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine

広報

　県内一の生産量を誇るりんごやだいこんなど、県内有数の農業地帯である高野。新鮮

野菜が並ぶ産直市場や、りんご農家の直売店がにぎわいをみせています。また、地元の食

材が楽しめる飲食店など、食欲の秋を満喫できるスポットもいっぱい。

まるごと「しょうばら」

高野
地域

見る

食べる

遊ぶ

グリーンサーキット高野

アップルパイ

「限りなく自然に近いミルクづくり」

をモットーに、乳牛および短角和牛

約120頭を周年放牧で飼育しています。

120ヘクタールという広大な放牧風

景は、広島にいながら北海道を感じ

させます。

毛無山ラッキー牧場

たかの温泉「神之瀬の湯」
「肌がすべすべする」など評判の温泉です。備北材を使用した木の香

り漂う温泉施設は、利用者に安らぎと癒しを与えてくれます。

■問い合わせ　鈎0824－86－2251

大鬼谷オート
キャンプ場

　新鮮なりんごを１ホールに２個

ほど使った、高野ならではの贅沢

なアップルパイ。あっさりしてい

ながら、風味豊かなしっとりした

食感が特徴。

西城地域

口和地域
東城地域

庄原地域

総領地域

比和地域

高野地域高野地域

　レジャースポーツとして人気のグラウンドゴルフや中国地方では

唯一のレーザーガンゴルフが楽しめます。

■問い合わせ　鈎0824－86－2652

高野りんごジュース
　高野産の完熟りんごをまるごとギュッ！と搾った、ストレート果

汁100％のジュースです。1リットルに、りんご約6個分を使用した本

物の味。市内各所で販売しています。秋晴れのもと

真っ赤なりんごを収穫

（高野地域）

秋晴れのもと

真っ赤なりんごを収穫

（高野地域）

　ログハウスや露天

風呂など、充実した設備を備えた県内最大級のオートキャンプ場です。

川遊びやマウンテンバイク、冬の雪中キャンプも楽しめ、四季折々の

アウトドアライフが満喫できます。

■問い合わせ　鈎0824－86－2323
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